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表紙の言葉

11月中旬、東北農研（盛岡）の正
門を入って進むと左手に針葉が黄色
に色づいた、樹高30ｍほどのカラマ
ツ（落葉松）の並木が目に入ってき
ます。南北に600ｍほどある道路の
両側に、樹径が30～100㎝あるカラ
マツが計186本植わっており、東北農
研の晩秋の風物詩にもなっています。
このカラマツは、この地が東北農

業試験場（東北農試）の前身の岩手
種畜牧場厨川分厩であった当時、防
風林として整備されたものです。東
北農試研究報告№５（1955年）に収
録されている、東北農試発足当初
（1950年）に実施された用地等の調
査報告を見ると、当時のカラマツは
直径23～31㎝、樹高23.6ｍと記載さ
れています。これから推測すると樹
齢は90年ほどになっていると思われ
ます。
夏には強い日差しを遮って涼しい

並木道となり、秋とは違った趣きの
きれいな景観を見せてくれます。

（企画部産学連携室）

巻頭

畑作園芸研究領域長

若生忠幸
WAKO, Tadayuki
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水田と野菜の両立にむけて
昨年４月より畑作園芸研究領域長を拝命しました。採用後、ほとんどを三重県

にある野菜花き研究部門で過ごしてきましたので、気候はもとより農業について
も地域による様相の違いを感じているところです。また、同じ農研機構でも研究
センター等によってその役割や研究への取り組み方にも特徴があることに気づき
ます。農研機構の中長期計画では、地域農業研究センターを農研機構のフロント
ラインと位置づけ、新たに開発した技術の現地実証に積極的に取り組むこととし
ており、農研機構でも研究職員や技術専門職員が頻繁に実証地に出向いて調査や
技術指導に当たっています。自分たちが開発した技術を現場で使ってみて初めて
問題点が明らかになり、改良を重ねるとともに、農業者とのコミュニケーション
により新たなニーズを把握する貴重な機会を得ていると思います。
いわゆる専門研究機関としての役割を担う研究部門では、その分野の基礎から

応用までをカバーし、現場に実装しうる新技術を開発することが求められます。
私はこれまで野菜の品種育成にたずさわり、育成品種の現地導入にも取り組んで
きましたが、普及対象はとかく野菜専作もしくは野菜作を主とする経営体を念頭
にしていました。しかし、東北地域に限らず国内の耕地面積の多くが水田を占め、
野菜を栽培する農業者も多くは水稲や麦、大豆等との輪作ととも複合的に取り組
む経営体です。このような現場の条件や地域の特色に合わせて技術開発を展開し、
成果の普及を図っていく必要があり、地域農業研究センターでは農業者の経営全
体の中で活用できる技術として仕上げるという役割があると考えています。特に
水田作を主力とする東北地域では、近年の主穀作の収益性低下にともない、野菜
作の積極導入が検討されています。東北地域での野菜の産出額は、この10年で
12%増加していますが、全国に占める割合は１割にすぎず、今後いっそうの振興
が望まれています。このためには、東北地域特有の条件を活かした野菜栽培の新
技術開発が一翼を担うことはいうまでもありませんが、その技術が現場に定着す
るためには、経営体のもつ圃場条件、設備、労働力等に適合できるものでなけれ
ばなりません。一例をあげると、東北農業研究センターで現在開発に取り組んで
いるタマネギの春まき夏どり作型は、従来生産性の低い要因であった秋まきによ
る越冬のリスクを回避し、端境期出荷のメリットも相まって、東北各地で導入へ
の動きが加速しています。春まきタマネギの作付けは、水稲栽培の作業と競合せ
ず、水稲用育苗ハウスをタマネギ育苗に利用することも可能であることから、水
田作営農に比較的相性が良いといわれています。また、専用機の購入が必要です
が、機械化一貫体系による大規模化も可能です。これらの技術体系については、
現地実証試験によって大・中規模の水田営農に導入する条件を公設試と連携しつ
つ明らかにしようとしているところです。
野菜の産地化においてもう一つ重要な要素は、生産物の売り先の確保です。夏

期の冷涼な気候を活かして、他の地域にはない野菜生産体系が実現できるメリッ
トが東北地域にはあります。作ったものを最終的にどのように流通・販売させる
のか、青果向けか加工業務用向けか、また大消費地向けか地元出荷向けかなどに
より、取り扱う実需者の求めるものが違ってきます。いかにして現場の実態に適
合した生産を行い、流通、加工、販売業者等のニーズにかなったものを消費者に
届けるかを意識して、気候・風土に特徴ある東北地域に根づく野菜作の姿をもと
めて研究に取り組んでいきます。



《実験のねらい》

大気中のCO2濃度の上昇は光合成を促
進して水稲の収量を増加させますが、温暖化が進行した際に
高CO2濃度（以下、高CO2）による増収効果がどのように変
化するかについては十分に検証されていませんでした。そこ
で、本研究では、温度条件が大きく異なる２地点で、計11作
期に実施した屋外でCO2濃度を高める開放系大気CO2増加
（FACE）実験の結果から、CO2濃度に対する収量の反応が
環境条件によって変動する要因を調べました。

《結果と意義》

岩手県雫石町で７年、茨城県つくばみらい市で４年実施し
たFACE実験で、共通に用いた品種「あきたこまち」を対象
に生育・収量の高CO2に対する反応を調べました。高CO2処
理の濃度は、約50年後を想定した約580ppm（現在濃度＋
200ppm）です（CO2濃度の制御方法については写真を参照）。
生育期間中の平均気温は、雫石が20.1℃、つくばみらいが
24.1℃で、４℃の差がありました。

イネの地上部全重は、高CO2によって２地点で同程度に増
加（12～13%）したのに対し、収穫指数（収量/全重）はつ
くばみらい市のみで減少しました。収量は高CO2により平均
で11%増加しました（図１）が、増収効果は年次によって０
～21％と大きく変動しました（図２a）。
気象要素との関係を調べたところ、高CO2による増収率は

出穂後30日間の気温と最も高い相関を示し、冷害年を除くと
気温の上昇とともに減少しました（図２）。これは、高CO2
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による 数の増え方が高温で鈍る（図２ｂ）とともに、登熟
歩合が減少する（図２ｃ）ことによることがわかりました。
以上から、高CO2が収量に及ぼすプラスの効果は、将来の

温暖化条件で低下することが予測されます。また、将来環境
での生産性を向上させるためには、 数の確保と登熟の改善
が重要です。これらの結果は、温暖化時の作物生産性の向上
に役立てていきます。

写真／開放系大気CO2実験におけるCO2濃度の制御（つくばみらい市）
８角形状FACE試験区各辺に設置したCO2放出チューブから、風向・風

速および試験区内のCO2濃度に応じて、風上側３辺からCO2を放出。内部
のCO2濃度を対照区よりも200ppm高く制御する

図１／高CO2が収量、収量構成要素に及ぼす影響
２地点のFACE実験に高CO2処理による変化率±95％信頼区間。右の

数値は地点間の差の有意性。nsは有意差なし。

図２／高CO2による収量、収量構成要素の変化率と気象要因の関係
収量および登熟歩合は出穂後30日間の平均気温が、㎡当たり籾数は出

穂前の平均気温が、各々最も高い相関を示した。○は2003年の冷害年。



《復興に向けて》

原子力発電所事故の影響を受けた地域には、このほかにも
さまざまな課題があることから、これからも行政・普及・研
究機関と連携して支援を続けていきます。

東京電力福島第一原子力発電所事故の
影響を受けた地域の復興を目的とした農
林水産省の委託プロジェクト研究「営農
再開のための放射性物質対策技術の開発」

で、福島県農業総合センターと協力して、土壌の交換性カリウ
ムが少ない場合の玄米の放射性セシウム濃度を調べました。

《カリウム上乗せ対策》

放射性セシウムが降下した地域の水田では、玄米に放射性
セシウムが含まれることを防ぐため、土壌の交換性カリウム
（植物が利用できるカリウム）含量が25㎎K2O/100ℊとなる
ように、原子力発電所事故以前の県の基準より多くのカリウ
ムが与えられています。このカリウム上乗せ対策と放射性セ
シウムの自然減衰により、2015年以降、放射性セシウム濃度
が基準値を超える玄米は確認されていません。カリウム上乗
せ対策によるカリウム施与量を今後減らしていくためには、
土壌の交換性カリウムが少なくなると、玄米にどのくらい放
射性セシウムが含まれるようになるのかを明らかにしなけれ
ばなりません。

《ポットでのカリウムを与えない栽培試験》

カリウム上乗せ対策を続けた水田には交換性カリウムがた
くさんたまっているので、交換性カリウムが少ない場合の玄
米の放射性セシウム濃度を調べるには、カリウムを与えない
栽培をしばらく続けなくてはなりません。
一方、ポットでの栽培は植物あたりの土の量が少ないため、

養分が欠乏しやすくなります。そこで、福島県内の水田21カ
所から採取した土壌をポットに詰めて、カリウムを与えずに
水稲を栽培しました（写真）。その結果、ほとんどの土壌で
交換性カリウム含量が25㎎K2O/100ℊより大幅に低くなり
（図１）、１年でカリウムが少ない条件を作ることができまし
た。この試験により、玄米の放射性セシウム濃度が高まる可
能性のある水田を見つけるとともに（図２）、土壌の放射性
セシウムがどのくらい玄米に移行するかを示す移行係数の最
大値を見積もることができました（図３）。

農業放射線研究センター

藤村恵人
FUJIMURA, Shigeto
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この田んぼ、カリウム対策をやめると
玄米のセシウムはどうなるの？

写真／福島県農業総合センターでのポット栽培試験

図３／土壌から玄米への放射性セシウムの移行しやすさ（移行係数）
土壌の交換性カリウム含量が多い順に並べています。
移行係数は玄米の放射性セシウム濃度を土壌の放射セシウム濃度で割った値です。

図１／水稲を収穫したときのポット土壌の交換性カリウム含量
土壌の交換性カリウム含量が多い順に並べています。

図２／玄米の放射性セシウム濃度
土壌の交換性カリウム含量が多い順に並べています。
実測した137Cs濃度と存在比から推定した134Cs濃度との合計を示しています。



があります。一方の灰色低地土は、交換性カリウムが少なく、
RCs吸収が増大する危険ライン（25㎎K2O/100ｇ）以下なので、
麦ワラのRCs吸着効果だけでなくカリウムによる競合効果もか

なり大きかったと思われます。

《まとめ》

この成果はコンテナ試験で得られ
たものですが、その後、行われた圃
場におけるワラのすき込み試験では
同様にRCsの吸収抑制が確認されてい
ます。また、ワラ類だけでなく、堆
肥のような有機物にもこのような効
果は期待できると思われます。

放射性Csで汚染された麦ワラをすき込んでも
コマツナのCs吸収が抑えられるわけ
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農業放射線研究センター
（現：西日本農業研究センター）

村上敏文
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2011年３月に起きた東京電力福島第
一原子力発電所の事故により、大量の
放射性物質（主に放射性セシウム、以
下RCs）が放出され、福島県を中心とす

る東日本地域で土壌が汚染されました。福島県および国では、
直ちに作物のRCs吸収を抑える方法を検討しました。このな
かで、東北農業研究センターは福島県と協力して、RCsで汚
染されたワラ類を農地にすき込んだ場合、作物のRCs吸収が
どのような影響を受けるかを明らかにしました。ここでは、
事故直後に入手できたRCs汚染麦ワラと生育の早いコマツナ
を使って実施した試験（写真）の結果を紹介します。

《わかったこと》

図１に示すように、放射性Cs汚染麦ワラを入れてもコマツ
ナのRCs濃度は増加せず、投入する量が多いほどRCs吸収が抑
制されました。黒ボク土でのコマツナのRCs吸収の程度（移
行係数：コマツナRCs濃度/土壌RCs濃度）は、無施用区の
0.011に対して、0.5ｔ/10a区で19%減、1.0ｔ/10a区で55%減と
なりました。また、灰色低地土では、無施用区の0.012に対し
て、0.5 t/10a区で17%減、1.0ｔ/10a区では25%減となりました。

《なせCs吸収は減ったのか？》

麦ワラの混合がRCsの吸収を抑制する理由としては次の３
つが考えられます。①麦ワラに含まれるカリウム（図２、最
大で9.8㎎K2O/100g乾土）がRCsの吸収と競合したこと、②
同じくカリウムがRCs量自体を減少させたこと、③麦ワラが
RCsを吸着したことです。また、積極的な抑制ではないが、
吸収を促進しなかった理由として次の2つが考えられます。
①麦ワラ添加で根が増加しなかったこと、②麦ワラ添加によ
る土壌RCs濃度の上昇がごくわずかであること（12－13
Bq/kg、計算による）です。
コマツナのRCs吸収を抑制した理由のうちどれがどの程度寄

与したかは不明です。しかし、図２からわかるように、黒ボク
土では、元々土壌に交換性カリウムが多いので、麦ワラのカリ
ウムの効果は小さく、RCsを吸着した効果が大きかった可能性
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図１／各処理区のコマツナRCs吸収の移行係数
同じアルファベットを付した区は１%水準で有意差がない（分散分析有

意後のTukey法による）。

図２／各処理区の栽培前の可給態カリウム量
可給態カリウム；土壌は交換性カリウム、それ以外は全カリウムで表示。
青線は25㎎を示す。

土の採取（2011／５／26） 収穫時のコマツナ（８／18） 麦ワラと根の様子（８／24）
写真／試験の様子

方法：発泡スチロール製コンテナ（45Ｌ）に灰色低地土（33500 Bq／㎏）と黒ボク土（14300 Bq／㎏）
の２種類の土壌を26-27Ｌ入れ、長さ５㎝のCs汚染小麦ワラ(2080 Bq／㎏、カリウム含有率1.3%）を
0.5－1.0ｔ／10a（75－150ｇ／コンテナ）の割合で混合しました。コマツナは2011年６月14日に播
種し、８月18日に収穫して、根長、コマツナRCs、土壌交換性RCsと交換性カリウムの濃度を測定しました。



原発事故被災地の周辺では、田畑に野生動物が入ってこな
いようにするために電気柵がよく使われます。本来、電気柵
は正しく使えば非常に効果的な技術です。しかし、実際の現
場では使用法の勘違いや省略などの「ヒューマンエラー」が
多い技術でもあり、せっかく電気柵を設置しても間違った使
い方のために農作物が被害を受けてしまうということがあり
ます。そこで、営農再開現場でなるべく適正設置されるよう
に、特定の地域ではどのようなエラーがどれだけ発生するの
かをリストアップすることにしました。ただし、電気柵のエ
ラーにはたくさんの種類があるので、今回の対象は柵の支柱、
電気柵線および碍子（支柱と柵線を繋ぐ部品）の設置時に起
きるものに限りました。また、エラーは設置者本人が気を付
けるだけではなく、他の人が指摘したり解説したりする
「普及指導」によって改善されることが経験的に知られてい
ます。この普及指導の重要性についても明らかにしようと
しました。

《エラーのリストアップ》

2014年10月に、私が継続的に普及指導を実施していた集落
の電気柵6,812ｍと、私が訪れたことのなかった集落（つま
り普及指導がなかった集落）の電気柵9,648ｍを歩いて調査
しました。調査したのはいずれも当時の避難区域に隣接した
地域の起伏に富んだ中山間集落です。両集落において柵４ｍ
を１線分として4,115線分でエラーを調べたところ、1,625線
分でイノシシ進入の原因になるエラーが起きていました。延
べ数では、普及指導を実施しなかった集落では1線分に複数
エラーが重なっていることがあったので、2,093エラーです。
これらは内容や発生原因によって13種類に分けられました
（表、写真）。このリストが事前にあるだけでも適正設置の役
に立つはずです。

《普及指導の重要性》

普及指導があった集落のエラー発生割合は15%だったのに
対し、なかった集落は54%でした（図）。この違いは普及指
導の効果によってエラーが解消または予防された結果だと考
えられます。つまり、進入防止柵などの設備は、ただ設置す
るだけでは不十分で、適切な普及指導も合わせておこなわれ
る必要があるということです。
もうひとつ注目すべきことは普及指導を実施しても全ての

エラーがなくなるわけではない点です。普及指導を実施して
も解消しきらなかったエラ
ーは、どれも地面の起伏に
対して電気柵線の高さを合
わせきれていないタイプで
した。したがって、地面の
起伏に特に注意して電気柵
を設置することや、普及指
導をすることが、より実効
性の高い被害対策につなが
ると考えられます。

農業放射線研究センター

藤本竜輔
FUJIMOTO, Ryusuke

5

4
研究情報

イノシシ用電気柵の設置エラーと
普及指導の効果

表／イノシシ進入の原因になるエラーのパターン

写真／エラーを修正した例
柵線高を一定に保つため、支柱の間隔とは無関係に、地面の角度が変わ

る所へ支柱を追加した。低すぎれば雑草が触れて漏電するし、高すぎれば
イノシシが下をくぐり抜けてしまう。

図／普及指導で電気柵の設置エラーが減
少する

追加追加追加追加追加追加追加追加追加追加追加追加追加追加追加追加追加

追加追加追加追加追加追加追加追加追加追加追加追加追加追加追加追加追加

⬅⬅⬅⬅⬅⬅⬅⬅⬅⬅⬅⬅⬅⬅⬅⬅⬅

⬅⬅⬅⬅⬅⬅⬅⬅ ⬅ ⬅ ⬅ ⬅ ⬅ ⬅ ⬅ ⬅⬅
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１．「里のほほえみ」の品質特性と加工品への利用
大豆は国内消費量の９割以上を輸入に頼っています。

しかし、主に安全性の面から国産大豆増産への要望は
根強く、東北農業研究センターでは収量や耐病性など
の栽培特性と共に、加工適性に優れた新品種の開発を
進めています。和食に欠かせない素材である大豆は
「豆腐・油揚げ、味噌、醤油」などの原料として利用さ
れ、このうち「豆腐・油揚げ」用が50%近くを占めてい
ます。「里のほほえみ」（写真１）は、南東北地域での
栽培に適した品種として2011年に品種登録され、大粒

でタンパク含量が
45%と高いことから
豆腐製造に向いた品
種です。“しっかり
とした味の豆腐がで
きる”“豆腐に甘み、
コクがある”“香り
が良い”といった声
もあり、これまで豆
腐製造に広く利用さ
れている「エンレイ」
と同じく、高い評価

T O P I C S

大豆「里のほほえみ」の特性と広がる産地
●

をいただいています。豆腐以外では豆乳（関東地方、
福岡県）や味噌（山形県）、きな粉（福井県）など「里
のほほえみ」の使用をパッケージに表示している商品
やウェブサイトでの原料使用の紹介など、多数の商品
に利用されています。

２．優れた栽培特性で北陸や関東地域へ産地が拡大中
「里のほほえみ」は栽培面でも優れた特性を持って

います。倒伏に強く（写真２）、最も下に着く莢（さや）
の位置が高く、成熟後に莢がはじけにくいことから、
コンバイン収穫時のロスが少なく、機械での収穫に向
いています。子実に褐色の斑紋が現れる褐斑粒（かっ
ぱんりゅう）発生の原因となるダイズモザイク病等の
病害に強く、さらに「タチナガハ」（南東北や関東で栽
培の多い大豆品種）でたびたび問題となる、茎や葉が
青いままの「青立ち」の発生が少なく汚損粒が出にく
い品種です。こうした特性から、良質で安定した収量
の大豆生産が期待できます。また「エンレイ」に比べ
成熟期が１週間から10日ほど遅く、南東北（山形県、
福島県）に加え、北陸（新潟県、福井県、石川県）や
関東（栃木県、群馬県、茨城県、埼玉県）など、これ
まで「エンレイ」や「タチナガハ」が主要品種であっ
た地域において「里のほほえみ」の生産が拡大し、さ
らに他県でも導入の動きは広がっています（図）。注目
度の増している「里のほほえみ」の栽培地域拡大によ
り国産大豆の生産量が増加し、高品質な加工品が数多
く流通することを期待しています。
（企画部産学連携室農業技術コミュニケーター　渡辺　満）

図　「里のほほえみ」の産地と生産量（2015年）
“うす緑色”は導入検討中。

写真２「里のほほえみ」の耐倒伏性
手前：「エンレイ」　後方：「里のほほえみ」

写真１「里のほほえみ」の子実
上：「里のほほえみ」
左下：「エンレイ」
右下：「スズユタカ」
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農事組合法人羽白開発のそば圃場見学

平成29年９月４日に青森市で東北そば研究会の主催
による東北そばフォーラムが開催されました。
東北そば研究会は、東北産そばの一層の振興を図る

ために、平成20年に設置された勉強会です。東北６県
の生産者・消費者・農協・行政機関・研究機関によっ
て構成され、東北農業研究センターと東北農政局が事
務局を務めています。毎年９月上旬に催されるこのフ
ォーラムでは、生産者のそば畑を見学し、講演会を行
って勉強し、参加者一同でそばの振興について話し合
っています。今年のフォーラムは、開催地青森県のご
協力を頂き、106名の参加者を迎え盛会となりました。
産地見学では、農事組合法人羽白開発のそば畑にお

邪魔しました。ここでは、そばの収穫量と品質を向上
させるため、肥料の主成分の一つであるリン酸の与え
方について実証試験を行っています（写真）。
講演会では４題の話題提供がありました。まず、農

研機構でそばの品種改良に取り組んでいる次世代作物
開発研究センター畑作物研究領域の松井勝弘氏から、
東北向け品種開発の目指す方向について説明がありま
した。次いで、青森県農林水産部の福士優子氏から、

青森県におけるそばの生産動向について報告がありま
した。続いて、青森県上北地域県民局の今井達也氏か
ら、同地域におけるそばの生産振興について、その実
績と課題について報告がありました。最後に、JA青森
の藤田喜久雄氏から、同県東青地域のそば振興を図る
ために設立された「あおもり海道そば」ブランド推進
協議会の活動について紹介がありました。
総合討論では、多数の参加をいただいた生産者の

方々を中心に、そばの収穫量の向上と販売促進に関し
て、活発な意見交換がなされました。
このフォーラムにはどなたでもご参加いただけます。

開催日程等は８月初めまでに東北農研ホームページで
ご案内いたします。
（畑作園芸研究領域畑作物育種グループ　森山真久）

T O P I C S

東北そばフォーラム
●

アドバイザリーボードは、水田作や畜産等の分野ご
とに開催され、開催分野に関わる主な研究成果や開発
技術について紹介した後、意見交換を行うなかで研究
に対するニーズを委員の方々から頂戴します。これら
のニーズについては、他の地域農業研究センターから
の収集分も含め農研機構全体で共有され、重要度や緊
急度等の観点から課題化の必要性が検討されます。
昨年度東北農業研究センターが収集したニーズの中

では、水田輪作における地力問題や水稲の乾田直播栽
培におけるレベラー作業（均平作業）の自動化等のニ
ーズが課題化されました。今年度は７月に「耕畜連携」、
９月に「園芸」をテーマに開催され、子実トウモロコ
シの生産や飼料としての利用、露地及び施設園芸に関
する様々なニーズが寄せられています。生産現場の問題
解決をめざした農業技術の開発に際し、農業者と直に意
見交換ができるこうした場は、研究課題の設定において
今後益々重要になっています。 （企画部産学連携室）

農研機構では生産現場のニーズに対応した試験研究
を推進していく活動の一環として、平成28年度から農
業者、JA職員、普及関係者等で構成されるアドバイザ
リーボードを各地域農業研究センターで開催し、現場
ニーズの収集に努めています。東北農業研究センター
でも23名の委員からなるアドバイザリーボードを設置
しており、これまでに計４回開催してきました。

T O P I C S

東北農業研究センター
アドバイザリーボード

●

セット球（タマネギ）の定植技術の紹介

屋内での意見交換
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平成29年11月15日、名取市において、宮城県内のプ
ラウ耕・グレーンドリル乾田直播体系に関心を持つ農
家を対象に、復興庁・農林水産省の実証研究事業であ
る「食料生産地域再生のための先端技術展開事業」（先
端プロ）の技術講習会を開催しました。参加者は生産
者、普及組織、課題担当者など23名でした。
まず、JA名取岩沼美田園支店の研修室で東北農研の

担当研究者がプラウ耕・グレーンドリル乾田直播体系
のポイントについて解説しました。作業技術担当が播
種前のほ場の準備、播種時期、播種量、播種深さ、初
期の水管理などについて、土壌肥料担当が施肥量、施
肥時期や施肥方法などの施肥について、雑草管理担当
が発生の予想される雑草の種類や使用する除草剤、施
用時期、施用方法について、それぞれスライドや動画
などを使って解説し、出席者からの質問や疑問に答え
ました。
その後、実証試験を行っている（有）耕谷アグリサ

ービスの水田で、参加者が実証試験で作業に使用して

いるGPSなどの衛星測位システムを利用した自動操舵装
置を装着した大型トラクタに搭乗し、担当から自動操
舵装置の概略と操作方法を聞いてスタブルカルチ（ト
ラクタでけん引することにより高速で耕うんする機械
の一種）による耕うん作業を体験しました。搭乗体験
した生産者からは、操舵を自動に切り替えてしまうと
オペレータはすることがなくなる、作業機の状況の監
視に注力できるのがよい等の感想がありました。用意
したほ場が1ha区画で長辺100mであるため、自動操舵の
効果を感じられる距離が短かったのですが、直線作業
距離が200m、300mと長くなると省力効果が大きくなる
こと、日没後も作業が可能になることを担当者から説
明したところ、搭乗者は効果について納得している様
子でした。

（生産基盤研究領域作業技術グループ　長坂善禎）

T O P I C S

先端プロ「土地利用型営農技術の
実証研究」技術講習会

●

室内での技術解説の様子

平成29年12月４日、コラッセふくしま・多目的ホー
ル（福島市）において、農研機構シンポジウム「放射
性セシウム吸収抑制対策の今後を考える」を開催し、
行政・普及関係者、研究者、農業関係者等176名が参加
しました。
東京電力福島第一原発の事故以降に蓄積した多くの

データによる科学的な見地に基づいて、カリウム増施
によるセシウム移行抑制対策技術を中心とした９題の
発表がありました。移行抑制対策は、中長期的な視点
からも確実な実施の継続が重要とされています。その
一方で複数年にわたってセシウム基準値の超過が発生
していない作目に関しては、水稲を中心に移行抑制対
策の継続についての議論が始まっています。本シンポ
ジウムにおいても、国・福島県が推奨する適正施肥量
に準じた土壌管理や、地域資源を活用した土壌養分の
維持管理による吸収抑制の報告がありました。また、
カリウムによる移行抑制対策の効果が十分に認められ

ない土壌の存在についても報告がなされました。これ
らの報告に対して、参加者からは、今後の抑制対策の
基本となる土壌の粘土鉱物の性質や簡易な測定法、地
域資源として利用可能な資材の適正投入量などについ
て質問や意見が出されました。
これらの意見を踏まえた今後の対応として、①カリ

ウムの供給力に関する土壌の評価に関して簡易に評価
する手法を導入して複数の現地での検定を行うこと、
②植物の吸収移行メカニズムに関するセシウム低吸収
品種の登録に関しては、セシウム低吸収の要因となる
遺伝子を通常の交配で導入することにより、各地域で
の栽培に適したセシウム低吸収品種を作成可能にする
こと、③移行抑制対策についてはモデルの検証を継続
して進めるとともに、福島県、国と密接に連携して、
中長期的な対策技術の開発と普及を進めることとしま
した。

（企画部産学連携室）

T O P I C S
農研機構シンポジウム

「放射性セシウム吸収抑制対策の
今後を考える」

●

講演の様子
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昨年10月４～６日、東京国際展示場東７ホールで開
催された「アグリビジネス創出フェア2017」に出展し
ました。本フェアは、全国の産学官の各機関が有する
農林水産・食品分野などの最新技術や研究成果を展示
し、研究機関や事業者等との新たなマッチングを促す
場として開催された技術・交流展示会であり、全国か
ら145機関が出展しました。農業・園芸・流通・加工等
に関連する民間企業が主に出展する展示会「アグロ・
イノベーション2017」と同時開催され、会場を一体化
することで基礎研究から事業化された技術まで網羅的
に見学することができ、３日間で約38千人が参加しま
した。
東北農研は「生産ゾーン」に出展し、水田輪作に貢

献する技術として、①東北・北陸地域のタマネギ春ま
き作型（直播栽培技術を含む）、②農家が施工できる浅
層暗渠施工器、③キャベツの機械収穫をサポートする
深植え定植、について、パネル展示、実演映像の紹介、

リーフレット、マニュアル等の資料配付を行いました。
東北農研ブースには240名余が来訪し、タマネギ春まき
作型の長所・短所、栽培のポイント、直播技術、直播
技術や、浅層暗渠施工器のカットドレーン（農研機構
農村工学研究部門開発）との違いやコスト等について
熱心な質問を受けました。二日目の「無料セミナー」
における講演（東北・北陸地域におけるタマネギの春
まき作型）には23名が参加しました。
また、農林水産省・先端プロ「土地利用型」「中小区

画土地利用型」のブースや、東北地域農林水産・食品
ハイテク研究会のブースでも、東北農研の開発技術や
もち性小麦「もち姫」が紹介され、パネル展示や加工
品の試食等が行われました。

（企画部産学連携室）

T O P I C S

アグリビジネス
創出フェア2017

●

東北農研ブースの様子

講演（話題提供）の様子

開発技術の展示・相談コーナー

昨年11月22日、秋田県庁第二庁舎（秋田市）におい
て「平成29年度東北地域マッチングフォーラム」を開
催しました。本フォーラムは、農業現場のニーズを踏
まえた研究成果の実用化、迅速な技術普及を図るため、
農業者、行政・普及関係者、研究者、民間企業等が双
方向の意見交換を行う目的で毎年開催しています。今
回は「水稲作の省力化技術─春作業の軽減をめざして
─」をテーマに、定員を上回る217名が参加しました。

開会挨拶の後、話題提供として、①秋田県の直播栽
培の現状と課題（秋田県農林水産部　片野英樹氏）、②
水稲の密播移植栽培による省力技術（ヤンマー（株）
中央研究所　澤本和徳氏）、③水稲の無コーティング種
子代かき同時浅層土中播種栽培（農研機構東北農研
白土宏之氏、（株）石井製作所　石井智久氏、岩手県奥
州市　佐々木正氏）、④水稲初期除草剤の田植え同時散
布および湛水直播における効果的使用方法（秋田農試
三浦恒子氏、JA全農あきた　渡辺真澄氏）、⑤けん引式
水田除草機の作業効率と除草効果（秋田農試　進藤勇
人氏）、の講演が行われました。その後、総合討論（座
長　農研機構東北農研　高橋水田作研究領域長）が行
われ、各講演者をパネラーとして、今回紹介した新技
術の普及上の課題、作期幅を拡大するための慣行栽培
と新技術との組み合せ、初期除草及び除草剤適期処理
への対応等について熱心な議論が行われました。また、
ロビーに設置した「開発技術の展示・相談コーナー」
では、関連研究成果のポスター展示のほか、担当研究
者への個別の技術相談が行われました。

（企画部産学連携室）

T O P I C S

平成29年度
東北地域マッチングフォーラム

●



最新のドローンの紹介と実演のほか、圃場で使える
My水分計の作成や、「被災地のお米」を使ったポン菓
子、「被災地のライ麦」を使ったパンケーキ及びパンの
試食、放射性物質分析棟の施設見学を行いました。ま
た、放射性セシウム対策に関するセミナーでは、「水田
作での対策」と「畑作での対策」の２題について研究
担当者が講演を行いました。
当日は、天候がよくなかったこともあり来場者は41

人と少なめでしたが、研究担当者の説明を熱心に聞く
様子や、セミナーでの具体的な対策への質問をしてい
る姿などは、農業放射線研究に関する関心の高さを感
じました。当拠点について知っていただく良い機会と
なりました。 （総務部総務課福島管理チーム）

10

プレゼンテーション会場の様子

平成29年11月15日、岩手大学復興祈念銀河ホール
（盛岡市）において開催された「いわて産学官連携フォ
ーラム　リエゾン－Ｉマッチングフェア2017」に出展
しました。いわて産学連携推進協議会（リエゾン－Ⅰ）
は、研究機関のシーズと企業のニーズをマッチングし、
地域産業を活性化させることを目指して設立され、岩
手県内の研究機関、大学、高等専門学校および金融機

関が参画しています。今回のマッチングフェアはパネ
ル展示会場とプレゼンテーション会場に分かれ、リエ
ゾン－Ｉに参画する10研究機関によるパネル展示のほ
か、リエゾン－Ｉ事業化育成資金贈呈企業による産学
連携の取り組み事例報告などの幅広い情報提供が行わ
れ、152名が参加しました。
東北農研からは小麦新品種「夏黄金」、ナタネ品種

「きらきら銀河」、黒大豆品種「黒丸くん」の３品種と、
「タマネギ春まき夏どり作型」、「浅層暗渠施工器」、「無
コーティング代かき同時水稲湛水直播栽培」の3つの技
術についてパネル展示を行いました。また、パネル展
示会場では1件につき３分間のプレゼンテーションを行
い、より詳細に出展した品種や技術について紹介する
ことができました。参加者から関連した質問をいただ
くなど、東北農研の育成品種や開発技術についてご理
解いただく良い機会になりました。

（企画部産学連携室）

パネル展示会場の様子

T O P I C S

リエゾン－Ｉ
マッチングフェア2017

●

11月18日（土）、「東北農業研究センター福島研究拠
点一般公開2017」を開催しました。昨年度は「研究施
設公開」という形での開催でしたので、一般公開とし
ては、７年ぶりの開催となりました。

T O P I C S

福島研究拠点一般公開2017
●

ドローンの紹介の様子

セミナーの様子
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日本大学生物資源科学部 上原茉莉奈 29.10.10～29.10.20 畜産飼料作研究領域

技術講習
京都府立大学大学院生命環境科学研究科　 小笠原　翔 29.12.１～29.12.28 農業放射線研究センター

山形県農業総合研究センター養豚試験場
齋野　　弘 29.12.20～29.12.22

畜産飼料作研究領域
五十嵐宏行 29.12.20～29.12.22

受入研究員
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２つのGBSSIと２つのSSIIaの酵素活性を欠損したコムギから調製された小麦粉
澱粉合成に関わる特定の4種類の酵素活性が失われ、冷解凍時に品質劣化しに
くい性質をもった澱粉を蓄積する小麦から調製した小麦粉

中村俊樹、齊藤美香、日本製粉（株） 日本
第6226165号 H29.10.20）（

東北農業研究センターでは、平成28年度補正予算
「戦略的技術開発体制形成事業」の研究ネットワーク形
成事業を推進するため、北辰興農閣の成果展示室を大
幅にリニューアルしましたので、概要をご紹介します。
この事業は、農林水産業の競争力強化に向け、大学・

試験研究機関・企業等が一体となって先端技術の開発・
現場実証を行う仕組みを構築するために、地域別・分野
別の研究ネットワークを形成するものです。当センター
は「寒地・寒冷地水田農業研究ネットワーク」の中核と
なる拠点として、ネットワーク会員や農業者に向けて、
様々な情報をこの展示室から発信していきます。
また、この展示室のある北辰興農閣は、東北農研市

民講座や一般公開等のイベント会場にもなっており、
イベントに参加した皆さまへの情報提供の場としても

利用されています。
会場に入ってまず目に飛び込んでくるのが、壁面に設

置した「大型パネル」です。当センターで取り組んでい
る様々なプロジェクトの主要技術を象徴する写真を拡
大・展示しています。また、会場中央には、大規模水田
輪作の農業現場で使用されている大型トラクターをはじ
めとする農業機械の模型や、話題となっているドローン
を展示し、来場者の目を楽しませています。その他、パ
ネルボードには最近の主要研究成果をパネルで紹介する
とともに、各パネルの下には関連するマニュアルや参考
資料を配置しています。更に、展示パネルの隣には小型
モニターを設置し、ホームページでも配信している
YouTube「NAROchannel」の関連動画を上映して、よ
りわかりやすく伝えられるようにしてあります。
併設する研修室には、映像・音響設備やビデオ会議

システム等を整備し、ネットワーク会員や他の内部研
究所との会議等、市民講座や見学者に向けてのプレゼ
ンテーションの場として広く活用してします。
今後も、この北辰興農閣から様々な研究成果を皆さ

んに発信していきます。
なお、成果展示室の見学を希望される場合は、産学

連携室広報チームへお問い合わせください。
（企画部産学連携室）

T O P I C S

北辰興農閣成果展示室を
リニューアルしました

●

成果展示室の全景

成果パネルのそばに関連マニュアルや動画モニターを配置


